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図4 x-12での常圧とp-1.7GPaにおけるナイ トシフ トの温度依存性O挿入図は
63Ksの温度依存性､実線はxa(7)-C/Jfexp〔Ax/∩-のフィッティング
の結果を示すO
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Temperature(K)
図 6 x-12における63(1/TIT)と63(1/T2G)それぞれの常圧に対する1･7GPaでの
減少の割合 Rn , RT2G の温度依存性
最近､Jiromeらのグループによって3.2GPaの圧力までのNMR測定がなされた[19](.その報
告によると､主にナイ トシフトの結果から見積もられたスピンギャップは 2GPaより高い圧力で
急激に減少し､Tcが最大値を持つ4-4.5GPaの圧力で消失すると予想しているOしかし､彼等は高
圧領域の低温においてかなりの残留スピン帯磁率が残っている､という仮定のもとでスピンギャ
ップの値を見積もっており､圧力が梯子格子内で局所的なホールの再分配を引き起こしヴァンヴ
レック帯磁率を減少させる､という我々の主張とは食い違いがあるO この点を含め､この系にお
ける圧力誘起超伝導の発現機構を明らかにするためにも､さらにもう一歩高圧下 NMR測定を進
展させる努力が必要であり､現在研究を進めている｡
ここで紹介した研究は､東大工学部の本山直樹氏､永崎洋氏､内田慎-氏､また現在徳島大
学総合科学部の真岸孝一氏､現在金属材料技術研究所の松本真治氏との共同研究である｡また､
この研究の一部は日本学術振興会の研究助成を得て行われたO
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